公益財団法人鳥取県畜産振興協会受精卵移植活用事業

平成１９年１１月２２日制定

１　目的・趣旨

公益財団法人鳥取県畜産振興協会（以下「協会」という。）は預託牛を中心とした受精卵移植技術の技術確立及び受精卵移植を協会内で積極的に行うことで、県内の酪農家及び肉用牛農家の経営向上に寄与してきた。

今回、こうした取組をさらに拡大・強化することによって酪農及び肉用牛農家の一層の経営向上と協会の本県畜産振興に対する貢献を推進する。
２　事業内容

（１）　採卵関係
1 預託牛の採卵
協会に預託されている和牛や乳牛の中で、預託農家から要望があった個体を対象にして、採卵を行う事業
採取できた受精卵は、預託農家の所有物とする。
受精卵は、所有者が希望したときは、預託牛への移植を前提として協会が保管する。

受精卵の保管期間は最長１年間とする。
　　採卵経費(税別)　２５，０００円/回　（採卵個数に関わらず）

　　実施牧場　鳥取放牧場
2 農家飼養牛の採卵受託事業

協会に預託されていない牛を対象に、農家の委託により採卵を鳥取放牧場で行う事業
採取できた受精卵は、預託農家の所有物とする。
受精卵は、所有者が希望したときは、預託牛への移植を前提として協会が保管する。

受精卵の保管期間は最長１年間とする。
採卵受託料(税別)　４０，０００円/回　（県畜産試験場の手数料が変更された場合は、同様に変更）

実施牧場　鳥取放牧場
（２）移植関係

1 預託農家所有卵の移植事業

預託者農家が、あらかじめ受精卵を協会に預け、指定した預託牛に移植する事業
移植手数料　妊娠が確認された場合（税別）　１０，０００円

2 協会購入卵の移植事業

協会が購入した受精卵を、預託牛に移植する事業
移植により妊娠が確認された場合は、協会が受精卵産子の購入農家の斡旋も行う。

預託農家の負担　　受精卵代金及び妊娠が確認された場合の移植手数料（妊娠が確認された場合に税別１０，０００円）を負担
　　　　　　　　　　　　　協会が受精卵産子の販売先を斡旋する場合は、移植手数料を１２，０００円（税別）とする。
3 受精卵移植のための預託事業
受精卵移植を目的として預託する事業

受精卵移植で不妊であっても人工授精を行わない。

予め、下牧月齢、移植回数を決めて預託する。
協会は、早期受胎を目指した管理を行う。

預託料（税別）　　肉用牛、交雑牛　　４６０円/日　（通年）

　　　　　　 乳用牛　　　　　　 　５００円/日　

移植料(税別)　　　
○受胎が確認された場合

1回目　　１０，０００円
　　　　　　2回目以降は、1回目の移植料に移植回数に５，０００円を乗じた金額を加える。

　　　 　○指定された回数で不受胎の場合
回数に関係なく５，０００円
３　申込み等

それぞれの事業実施牧場に個別に申し込む。

申込みに際しては、担当者が求めた情報提供を行う。
